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発表演題名 福井県内のマダニにおける重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルス遺

伝子の検索（2014 年調査） 

発表学会名 第４２回北陸公衆衛生学会学術集会 

発表者名 平野映子 

開催場所 福井市地域交流プラザ（アオッサ）（福井県福井市） 

発表日時 平成２６年１１月１７日（月） 

発表内容 中国にて重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルスの媒介者と指摘

されたフタトゲチマダニ（Hl）などの生息域である低山帯を中心に、福井

県内の 10 地点でマダニ分布相の再調査を行い、マダニの SFTS ウイルス

遺伝子検索も行った。マダニの採集は 2014 年 5～6 月に若狭地区の鯖街

道および三十三間山、越前地区の鬼ヶ岳、日野山、越知山および浄法寺山、

奥越地区の六呂師高原、飯降山、荒島岳および取立山の計 10 地点で、い

ずれもフランネル法で主に遊歩道や山道沿いで行った。成虫は 1～3 個体、

若虫および幼虫は 2～5 個体をプールして 1 検体とし、SFTS ウイルス遺

伝子の検索を実施した。 

得られたマダニ類は、チマダニ属の 5 種（Hf、Hl、Hm、Hk、ヤマト

チマダニ）、マダニ属の 4 種（ヤマトマダニ、ヒトツトゲマダニ、タネガ

タマダニ（In）、シュルツェマダニ）、カクマダニ属の Dt およびキララマ

ダニ属のタカサゴキララマダニ（At）の計 4 属 11 種 512 個体であった。

マダニの分布パターンをみると、昨年 Hk は若狭地区のみの確認であった

が、今回は越前地区の 3 地点で、また、昨年奥越地区では確認されなかっ

た Hl が今回は荒島岳で確認された。さらに、昨年未確認の In が越前地区

の 2 地点で確認できた。 

SFTS ウイルス遺伝子検査結果は、204 検体は全て陰性であった。2014

年の調査では新たな地点から陽性マダニを確認することはできなかった。

西日本で SFTS ウイルス遺伝子の保有が確認されている At、および陽

性個体が未だ明らかにされていないマダニ種などの更なる調査が必要で

ある。また、2013 年の調査において 5 種類のマダニから SFTS ウイルス

遺伝子が検出されており、中でもヒト嗜好性の高い Hl および Hf から身

を守ることが重要である。 

 


